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５．創意工夫した点・配慮した点・苦労した点　など

７．その他感想等（ご自由に記入してください）

４．参加対象・参加者数

参加対象：市内小・中学生及び高校生、石巻専修大学生、一般市民　等

参加者数：1)15名、2)①80名、②15名、③20名、3)50名

事業名 実施場所

水辺・絆プロジェクト2025

事 業 実 施 報 告 書

1)現地事前調査・計画策定
日時：6月21日　場所：北上地区内の各沢川
・石巻専修大学理工学部生物科学科の学生（以下：生物学部学生）と川のﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰｽﾀｯﾌにより、追浪湾に面した
北上川の河口域を流れる月浜沢川、平呂木川、相川沢川の3つの川の違いなど事前調査。
2)①地引網体験による生物調査(海編)　日時：6月21日　場所：白浜海岸
・地引網体験により捕獲した魚の生物調査を実施。生物学部学生を中心に、北上地域内の小中学生や一般市民と、
河川河口部に生息する生物について調査、記録。
2)②生物学部学生と共に生き物探し体験(川編)　日時：8月17日及び18日　場所：北上地区内の各沢川
・2日間に渡り、月浜沢川と平呂木川の調査を実施。市内在住の高校生数名の他、1日目は市内の親子2組も参加し、
世代間交流・地域交流も兼ねて開催。川での生き物採集は初体験の方もおり、身近に天然うなぎの存在を確認すると
いう意外な発見もあった。
2)③平地の杜エリア（平呂木川）の生物調査(川・里編)　日時：10月19日　場所：北上川河口付近
・石巻専修大の生物愛好会が中心となり、平呂木川が流れる平地の杜エリアの生物調査を実施。かつては民家付近を
流れる川であったが、平地の杜づくりにより里地里山の環境循環によって生物の多様性を調査。草本類・虫類・魚類な
ど数百種の生物を確認した。
3)活動報告・生き物調査地域報告会　日時：1月19日　場所：石巻市立北上中学校
・これまで調査した内容について、北上中学校を会場に地域報告会を開催。調査箇所における植生物の現状を報告
し、そこで収集した生物の製本にも直接触れながら、意見交換を行った。
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・事前調査により、調査時の危険箇所や生物の収集ポイントを事前把握。これにより限られた時間内
の実施の中、草本類・虫類・魚類の他、甲殻類や水生昆虫、両生類などの発見にも繋がった。

・6月、8月、10月と調査時期に変化を付け、四季の移り変わりにより、生殖する生物の変化を記録し
た。

２．実施体制（結果報告）

＜主たる実施団体＞
■一般社団法人ウィーアーワン北上
＜協力＞
■石巻専修大学/調査実施協力　■白浜地区漁業関係者/調査時現地協力　■石巻・川のビ
ジターセンター/イベント時運営協力　■白浜地引網組合/イベント時運営協力　■石巻市立北
上中学校/地域報告会協力　■石巻市北上総合支所地域振興課/対象地所管

３．実施内容（開催日時・場所 など）

１．目　　的

　本事業は、東日本大震災による津波被害を受けた石巻市北上地区にある新北上川河口周辺
海岸域において、地域住民と地域高等教育機関（石巻専修大学）の学生との連携活動により、
海岸付近の生物種の調査、及び地引網体験において捕獲した生物調査を通じて、地域の環境
保全に対する理解を深めることを目的とする。また、実施後に調査結果をまとめ、地域内に設置
する石巻・川のビジターセンターにおいて、学生によるデータ報告を兼ねた地域報告会を開催
し、小・中学生を含む地域住民と地域交流を図る。
　これにより、水辺の環境に対する関心と理解を養生する教育効果が期待されるだけでなく、現
地調査後の人的交流を通して、地域の子供達を含む住民の活性化や学生の地域貢献・防災意
識を向上させることが期待できる。
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・各々に得意分野を持ち合わせる生物学部学生と、小・中・高生及び市民、地域住
民が共に調査することで、実践的な学びの場が提供され、専門的な視点による新た
な気付きにより、地域の自然環境保護や、景観の保全意識などが高められる。
また、学生に実践的な学びのフィールドを提供する事で、地域環境教育の重要性を
教示するという機会にもなり、人材育成にも繋がった。
・調査した内容を「地域報告会」という形で報告する事で、直接調査に関われなかっ
た人にも、地域内現状を把握する機会にもなり、改めて地域環境を学び、これから
の環境問題について理解を深める場に繋がる。

６．総評（目標に対する達成状況、実施効果や今後期待される効果、今後に向けての反省点・改善
点など）

本事業を通じて、河口域および海岸域における生物多様性の豊かさを再確認することがで
きました。また参加した学生からは、講義では得られない学びや新たな気付きが多かったと
の声があり、地域の自然環境を実際に観察することの教育的効果が確認されました。
小・中・高生や地域住民と学生が協働することで、世代を越えた交流の場が形成され、環
境保全に対する関心が高まり、特に、子どもたちが身近な地域で多様な生き物の存在を知
り、環境に対する理解を深める姿が見られたことは、今後の地域環境教育の推進にとって
大きな成果です。
参加者からは、「身近な川に多くの生き物がいることに驚いた」「学生の解説が分かりやすく、
楽しく学べた」などの感想が寄せられ、地域自然への関心向上にも繋がりました。
安全管理や事前準備には一定の課題があったものの、参加者が安心して活動に取り組める
環境づくりにつながりました。今後は、調査手法のブラッシュアップや活動参加者の拡大な
ど、更なる地域連携の強化が期待されます。

⑧一般社団法人ウィーアーワン北上
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新北上川河口周辺の海岸域における水辺事業

写真 写真

2)①地引網体験による生物調査(海編)

1）現地事前調査(平呂木川)

2)③平地の杜エリア（平呂木川）の生物調査(川・里編)

事業名

事業実施報告書（写真）

写真

3）生き物調査地域報告会

写真 写真

2)①地引網体験による生物調査(海編)

写真 写真

写真

2）②生物学部学生と共に生き物探し体験(川編) 2）②生物学部学生と共に生き物探し体験(川編)

1)現地事前調査(相沢沢川)

写真

2)③平地の杜エリア（平呂木川）の生物調査(川・里編)

⑧一般社団法人ウィーアーワン北上


